Possible expression of the oita dialect by キム, ジュンヒョン et al.
思言 東京外国語大学記述言語学論集 第 10 号 (2014) 
 
- 333 - 
 











 (1) a. ぼく、にんじんは食べきらん 
 (1) b. こんな高い椅子じゃ食べられん 








図 1: 大分県の地図(都道府県市町村シンボル1) 
 




















動作主体内部条件          動作主体外部条件 
心情・性格――能力(先天的・後天的)――内的――外的――外的強制 
 
図 2: 可能の条件スケール 
 
  確認のために例をあげておくと次のようになる。 
 
(2) a. 恥ずかしくて結局彼女に話しかけられなかった。…………………………心情・性格 
(2) b. 日本選手団は実力の差が出てアメリカに勝つことができなかった。……能力 
(2) c. その日はからだの調子が悪くて会議に出席できなかった。………………内的 
(2) d. その日は忙しくて結局会議に出席できなかった。…………………………外的 






(3) a. 「心情可能」と「能力可能」はマス形＋キル(否定形はキラン)………キル形 
(3) b. 「外的条件可能」は未然形＋（ラ）レル(否定形ラレン)………………(ラ)レル形 
(3) c. 「内的条件可能」は可能動詞形の語幹＋レル(否定形レン)……………二重可能形 
(3) d. 動詞の語幹＋eru ……………………………………………………………可能動詞形 
松田(2009b: 139) 
 































 a. 過去の調査で多数の話者の回答が一致した動詞を選択した。 
 b. 可能の根拠・肯否・時勢と可能表現の関係が全て分かるように質問を作成した。 
 c. 一段・二段活用動詞は「ら抜き可能形」と「二重可能形(レ抜き)」が同形のため除外。 
 d. 可能表現は否定形で使われる頻度が高いため、否定形の例文を多くした。 
 e. 内的条件可能についての典型例が不明なため、条件を細かく設定した。 
(松田 2007: 2 要約) 
 
 調査は 2013 年 9 月 8 日~12 日の 5 日間、大分県別府市で行った。先行研究で、大分方言
には男女差がないということが分かっていたので、性差は区別しなかった。 大学を他県で
過ごす人が多く、県外生活歴が 0 年の人が少なかったため、他県生活歴が 5 年以下の話者
を対象にした。そして、 話者の出身地については、調査の結果、宇佐市、別府市、大分市、
                                                        
2
 筆者のミスにより 22 番目の例文が抜けている。例文は、「小さいころは夜のお墓なんてこわくて一人で
行くことができなかった」であり、文法要素は、動詞が「行く」、過去、否定、心情である。 
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2.3. 調査結果 
 5 日間、107 名に 24 問のアンケートを行い、有効と思われる返答 83 件の分布を以下の表





 全般的に可能動詞形が多く使われている。特に 10 代からは可能動詞形が約 97%(152 のう
ち 146 件)見られた。方言形だけを見てみると、全ての年代でキル形が一番多く見られた。
20 代で 約 27%(45 中 8)と一番多く見られ、他の年代でも 10%(40 代。40 中 4)から 18%(30






図 3: 年代別可能表現の出現(心情可能) 
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27%(30 中 8)、それ以外でも 20 代で約 18%(45 中 8)、30 代で約 12%(60 中 7)、40 代で 16%(50
中 8)と心情可能と同等の使用割合が見られる。 







図 4: 年代別可能表現の出現(能力可能) 
 
3.3. 内的条件可能 
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図 4: 年代別可能表現の出現(内的条件可能) 
 
3.4. 外的条件可能 
 外的条件可能では、60 代の(ラ)レル形の使用が約 20%(36 中 7)見られた。これは先行研究
で述べられた通りだが、他の年代ではどれも 10%に満たず、10 代では 0.88%(332 中 3)、30
代では 0%(72 中 0)だった。 
 40 代の可能動詞形使用率が上記の 3 つに比べ高い数値を見せている。他の可能の根拠で
は心情が 88%(40 中 35)、能力が 82%(50 中 41)、内的条件で約 88%(90 中 79)だったが、外的
























































表 1: 年代別方言使用用例数と可能方言の使い分け及びキル形の使用用例数 
 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 
方言形使用 
用例数 
27 / 912 
(2.96%) 
33 / 216 
(15.27%) 
30 / 288 
(10.41%) 
24 / 240 
(10.00%) 
38 / 192 
(19.80%) 




0 / 38 
(0.00%) 
2 / 9 
(22.22%) 
1 / 12 
(8.33%) 
2 / 10 
(20.00%) 
2 / 8 
(25.00%) 




15 / 27 
(55.55%) 
28 / 33 
(84.84%) 
20 / 30 
(66.66%) 
17 / 23 
(73.91%) 
7 / 38 
(18.42%) 
















   
参考文献 
渋谷勝己(1993)「日本語可能表現の諸相と発展」『大阪大学文学部紀要』33(1): i-262. 
松田美香(2003)「可能表現の変遷～大分郡挾間町の 3 世代～」『別府大学紀要』45: 1-12. 
＿＿＿＿(2007)「大分方言における可能表現の地域差・世代差」『別府大学紀要』48: A1-A16. 
＿＿＿＿(2009a)「「食べきらん・食べられん・食べれん」はどう違う？: 「〜できる」に 
もいろいろ」九州方言研究会編『これが九州方言の底力！』96-99. 東京: 大修館書店 
キム・ジュンヒョン 




















12. きのうは体調がよくて 1 キロ泳ぐことができた 
13. 太郎は足をケガしていて泳ぐことができない 
14. 練習しているけどまだ 100 メートル以上は泳ぐことができない 
15. 私は海で 10 メートル以上は泳ぐことができない 
16. 私は海で 10 メートル以上もぐることができる 
17. 私はむかしは 100 メートルも泳ぐことができなかった 
18. 以前は海で 10 メートル以上もぐることができたのに 




24. (流れの急な川を途中まで渡りながら) こわくて向こうまで渡ることができない 
25. きのうは体調が悪くて仕事に行くことができなかった 
